














30 回までの変遷と昨年第 29 回開催後の学生アンケ－トと第 30 回開催後の学生のアンケ－ト調査を比較し考察
する。
１．「音楽リズムの夕べ」「音楽と動きの夕べ」から「音楽と動きのつどい」へ
　1985（昭和 60）年 3 月 9 日（土）に「音楽リズムの夕べ」を開催し、翌 1990 年 11 月 16 日（金）に「音楽
と動きの夕べ」に名称変更し、開催した。当時はオペレッタと音楽リズムを中心に、マ－チングとピアノを加
え、県北の幼児教育者をはじめ広く一般の方々に本学の教育を理解していただこうと当時の指導者が情熱を傾
けスタートした。2004（平成 16）年 11 月 13 日（土）第 20 回記念公演を佐世保市民会館で実施し、オペレッタ・
ダンス・マ－チングの OG が賛助出演した。
　2008（平成 20）年 11 月 22 日（土）に開催した第 24 回より「音楽と動きのつどい」に名称変更した。これは、
夕方の開催を、「幼児のため」というコンセプトから、多くの子どもたちが参加しやすいお昼の時間帯に変え
たことによる。内容も保育系 3 クラブ（オペレッタ、ダンス、マ－チング）の演技に加え、表現音楽活動の授
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科目名 演目名 1 年 ２年 合計
総合保育技術 a（α）オペレッタ 不思議の国のアリス 10 6 16
総合保育技術 b1 ダンス ダンス 28 23 51
総合保育技術 c1 吹奏楽 吹奏楽 30 3 33
総合保育技術 a1（β）絵本 ヘンゼルとグレ－テルの不思議な冒険 12 25 37
総合保育技術 a1（β）身体表現 風に乗って遊園地へ 21 11 32
総合保育技術 a1（β）歌と表現 歌のパレ－ド 10 33 43
九州文化学園幼稚園 九州文化学園幼稚園年長児マ－チング 60
三川内保育園 歌のパレ－ドへの参加 8
ゲスト : キャンディポップ キャンディポップショ－ 3
合計 111 101 273
Ⅱ　本研究の目的
　4 月から 11 月公演後までの授業の活動を通してどのような人間的成長を感じているか 4 月と 11 月の変化を
比較し、第 29 回と第 30 回のアンケ－ト結果を比較する。
Ⅲ　研究方法
　（1）　対象者　保育専攻 1 年生　105 名（111 名中）
保育専攻２年生　95 名（101 名中）
　（2）　調査日　平成 26 年 11 月 21 日（金）保育専攻２年生























項目 5 4 3 2 1
第 30 回割合
（第 29 回割合）
①必要な保育技術の学び 42.8％ 46.6％ 10.6％ 0.0％ 0.0％
（38.6％） （40.5％） （20.9％） （0.0％） （0.0％）
②演じる技術 48.5％ 42.8％ 8.7％ 0.0％ 0.0％
（40.5％） （46.6％） （12.9％） （0.0％） （0.0％）
③コミュニケ－ション能力の修得 46.6％ 40.9％ 12.3％ 1.1％ 0.0％
（50.4％） （28.9％） （18.8％） （1.9％） （0.0％）
④自分の思いを伝える表現力の修得 48.5％ 33.3％ 20.0％ 0.0％ 0.0％
（35.7％） （36.7％） （25.7％） （1.9％） （0.0％）
⑤学習意欲（4 月） 31.4％ 34.1％ 25.7％ 8.8％ 0.19％
（28.9％） （30.6％） （28.9％） （9.7％） （1.9％）
⑥学習意欲（11 月） 54.2％ 33.3％ 13.2％ 0.0％ 0.0％
（45.5％） （30.6％） （23.9％） （0.0％） （0.0％）
⑦学習内容の興味関心（4 月） 37.1％ 21％ 35.2％ 6.7％ 0.0％
（31.7％） （34.6％） （29.9％） （3.8％） （0.0％）
⑧学習内容の興味関心（11 月） 51.4％ 34.4％ 14.2％ 0.0％ 0.0％
（50.4.％） （29.7％） （19.9％） （0.0％） （0.0％）
⑨音楽表現への関心（4 月） 35.2％ 28.3％ 30.1％ 6.4％ 0.0％
（38.8％） （31.7％） （25.7％） （2.9％） （0.9％）
⑩音楽表現への関心（11 月） 53.3％ 34.4％ 12.3％ 0.0％ 0.0％
（47.5％） （29.7％） （22.8％） （0.0％） （0.0％）
⑪知識の修得 44.3％ 43.5％ 12.2％ 0.0％ 0.0％
（46.6％） （33.5％） （19.9％） （0.0％） （0.0％）
⑫将来への関連 72.1％ 20.7％ 7.2％ 0.0％ 0.0％
（55.6％） （30.6％） （13.8％） （0.0％） （0.0％）
⑬総合保育技術の授業 46.7％ 40％ 9.5％ 1.9％ 1.9％
（29.7％） （21.8％） （48.5％） （0.0％） （0.0％）
⑭発表の満足度 78.9.％ 19.2％ 4.7％ 0.0％ 0.0％
（63.6％） （24.7％） （118％） （0.0％） （0.0％）
⑮達成感 70.4％ 24.9％ 4.7％ 0.0％ 0.0％
（75.2％） （15.9％） （8.9％） （0.0％） （0.0％）
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　　表 2　項目的割合　（保育専攻 2 年生）
5　非常に良い　　4　良い　　3　普通　　2　良くない　　1　非常に良くない
項目 5 4 3 2 1
第 30 回割合
（第 29 回割合）
①必要な保育技術の学び 45％ 45％ 10％ 0.0％ 0.0％
（32.6％） （50％） （16.2％） （1.2％） （0.0％）
②演じる技術 47.9％ 43.1％ 9％ 0.0％ 0.0％
（42.4％） （35.1％） （20.0％） （2.5％） （0.0％）
③コミュニケ－ション能力の修得 59.5％ 34.8％ 5.7％ 0.0％ 0.0％
（50.％） （40.％） （10.％） （0.0％） （0.0％）
④自分の思いを伝える表現力の修得 36.1％ 53.5％ 10.4％ 0.0％ 0.0％
（27.5％） （48.8％） （23.7％） （0.0％） （0.0％）
⑤学習意欲（4 月） 25.7％ 42.％ 27.6％ 4.7％ 0.0％
（26.2％） （25％） （32.6％） （15％） （1.2％）
⑥学習意欲（11 月） 56.8％ 32.3％ 10.9％ 0.0％ 0.0％
（40.％） （40.％） （20.％） （0.0％） （0.0％）
⑦学習内容の興味関心（4 月） 28.7％ 41.9％ 22.8％ 6.6％ 0.0％
（27.5％） （35.％） （25.％） （11.3％） （1.2％）
⑧学習内容の興味関心（11 月） 54.4％ 30.5％ 15.1％ 0.0％ 0.0％
（42.5.％） （40.％） （16.3％） （1.2％） （0.0％）
⑨音楽表現への関心（4 月） 27.6％ 45.8％ 21.9％ 4.7％ 0.0％
（31.2％） （35.％） （23.8％） （6.2％） （3.7％）
⑩音楽表現への関心（11 月） 53.7％ 39.7％ 6.6％ 0.0％ 0.0％
（51.2％） （40.％） （8.8％） （0.0％） （0.0％）
⑪知識の修得 38.0％ 60.8％ 1.2％ 0.0％ 0.0％
（36.2％） （43.8％） （20％） （0.0％） （0.0％）
⑫将来への関連 66.6％ 25.7％ 7.7％ 0.0％ 0.0％
（50.％） （37.5％） （12.5％） （0.0％） （0.0％）
⑬総合保育技術の授業 53.3％ 40.1％ 4.7％ 1.9％ 0.0％
（37.5％） （37.5％） （25.％） （0.0％） （0.0％）
⑭発表の満足度 78.9％ 19.％ 2.1％ 0.0％ 0.0％
（62.5％） （28.8％） （8.7％） （0.0％） （0.0％）
⑮達成感 80％ 17.9％ 2.1％ 0.0％ 0.0％
（75％） （17.5％） （7.5％） （0.0％） （0.0％）
Ⅵ　考察
１．表 1 の項目的割合（保育専攻 1 年生）前年度との比較
　表 1 の項目的割合で着目したのは、①「必要な保育技術の学び」5 非常に良い第 29 回の割合 38.6％、第 30







③「コミュニケ－ション能力の修得」5 非常に良い第 29 回の割合 50.4％、第 30 回が 46.6％、4 良い第 29 回
28.9％、第 30 回が 40.9％と良いが昨年度より高くなっている。第 30 回では 6 つの活動に割り振って活動を行っ
た中で 1 年生と 2 年生のコミュニケ－ションが円滑にとれている活動と 1 年生と 2 年生の間で指導者のフォロ
－が必要だった活動があった。また、1 年生と 2 年生の人数がどちらかに偏ってしまった活動があり、昨年度
よりは非常に良いと評価しなかった学生が増加し、良いの評価が増えたように考える。反面、この活動からコ
ミュニケ－ション力が修得できたと考える学生はコメントからも多くなっている。
④「自分の思いを伝える表現力の修得」については、5 非常に良い　第 29 回 35.7％、第 30 回 48.5％、良い
第 29 回 36.7％、第 30 回 33.3％である。学生の感想文やアンケ－トのコメントより「活動では相手の言い分を
聞きつつ、自分の思いを怖がらず伝えていく」「言葉にする」「身体で表現することの重要さを第 30 回で実感
している」というコメントから割合の結果が裏付けされている。
⑦「学習内容の興味関心』⑨『音楽表現への関心』の項目『4 月』では、2 良くない第 29 回 3.8％から第 30





⑫「将来への関連』の項目は 5 非常に良い第 29 回 56.6％、第 30 回 72.1％と割合が高くなっている。総合保
育技術の授業＜活動＞が学生にとって保育者になった時の関連性を学生が身を持って考えることができる活動
だと言えるだろう。1 年生にとって上級生の姿は 1 年後の自分たちの目指す姿であり、または将来保育者とし
て目標となる人物である。先輩と共に活動ができる授業であり、将来への関連付けを考えているといえる。
⑬『総合保育の授業』は第 29 回 5 非常に良い 29.7％　4 良い 21.8％ 3 普通 48.5％　2 良くない 0.0％、1 非常に
良くない 0.0％。第 30 回では 5 非常に良い 46.7％　4 良い 40.％ 3 普通 9.5％　2 良くない 1.9％、1 非常に良く
ない 1.9％であった。要因としては非常に良いと感じた学生がいる一方で、良くない、非常に良くないという
項目を選択した学生がいた。1 年生と 2 年生の人数にばらつきがあり、受講しづらかった、2 年生との活動に
プレッシャ－を感じた。2 コマ連続の授業の時間配分についての意見が多かったことなどから授業の改善が必
要だと感じている。












































攻 2 年生は第 31 回幼児のための「音楽と動きのつどい」のステ－ジ発表を目指す。2 年生のみステ－ジ発表を
行い、第 30 回でのステ－ジ経験を生かし、より質の高いステ－ジ発表を目指していきたい。
　保育専攻 1 年生はステ－ジに上がる前の素地づくりの授業を実施する。
　実習の準備期間として授業を展開し、総合的な保育技術を向上させたい。また、地域のイベントに積極的に
参加し、地域の方々や子ども達とのコミュニケ－ション能力を育成させていきたい。
　様々な表現活動を 1 年次に体験させること、そして、グル－プ活動を行いながら本学園の学園祭での発表も
視野に授業を進めていく。いろいろな表現力を 1 年次に修得させ、保育技術のスキル向上を目指し、各学年で
のそれぞれの活動を行い、どのような成果がみられるのか検証し、保育技術向上を目標に保育者養成校として
の使命をはたしていきたい。
付記　本研究は平成 26 年度長崎短期大学傾斜配分研究費より助成を受け行われたものである。
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